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NPO法 人で新スター ト

第 1回通常総会 初年度計画を決定

特定非営利活動法人 。北九州テクノサ

ポート (以下、KTSと 略称)で は、6月 5

日(木)、北九州市戸畑区の北九州テクノセ

ンター。lFホ ールで、第 1回 通常総会を

開催しました。

当日の行事は、次のとおり。

1.通 常総会 14時 30分より

2.記 念講演 16時 5分 より

3.懇 親 会 17時 35分より

の 3部 構成で行われました。

まず第 1部 の総会には、70名の多数出席

があり、これに委任状出席を加えて総会は

適法に成立をみました。

総会の司会進行には泉舘昭雄理事が当たり、冒

頭に秦吉昭会長が挨拶の後議長席に就き、議事に

入りました。

第 1号議案 平成14年度ToS会 事業報告承認の

件

事業報告 。仲隆喜副会長、収支報告 。米沢昌

理事、ToS会 解消報告 ・秦吉昭会長より報告

説明、全会一致で承認。

第 2号 議案 平成15年度事業計画案及び収支予算

案承認の件

経過報告 ・秦吉昭会長、事業計画案 。小川勝

副会長、収支予算案 。米沢昌理事よりそれぞれ

提案説明、全会一致で原案どおり可決決定。

第 3号 議案 部会活動、会費払込、寄付について

秦吉昭会長より提案説明、全会一致で原案ど

おり承認。

そのうち、決定をみた事業計画 。実施事業の

1565 第 1回通常総会 (北九州テクノセンターホール)

要旨は次のとお り。

☆15年度実施事業 (要旨)

1.技 術の高度化 。多様化など地域企業等への総

合的な支援

① 中小企業支援センターヘの専門家派遣協力

及び研究開発支援

② 企業紹介 ・専門家紹介及びこれら要請への

対処

③ マーケティング、販路開拓、拡販への支援

方策の検討

④ 中小企業の課題 ・ニーズ調査への支援

⑤ 福祉、介護、医療等分野における調査、研

究開発などへの支援

2.産 学連携への支援

① 産学連携及び技術移転 (TLO)へ の積極

的支援
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①

②

③

４

② 大学等の研究者と企業との技術移転の仲介

及び研究者による技術指導 。相談の仲介支援

③ 九工大、九州共立大及び高専、公設試等の

産学連携への協力

3.ISO資 格認証取得等の支援

① 企業 ・諸団体の ISO資 格認証取得、コン

サルティング、保全管理等への支援

環境保全の技術開発等への支援

環境保全の課題調査及び技術開発等の支援

環境セミナー等への協力推進

NGO・ 市民等諸団体とのネットワークを

通じた環境保全活動の促進

5.IT事 業、情報提供等を通じた支援

① 情報化支援及び情報提供、シエアテクノ

ネットワーク構想の推進

② 広報紙による技術 ・環境情報の発信

6.海 外交流の推進への協力

① 北九州市その他関係機関への協力による海

外企業との技術交流、商談会等への支援

記念講演と交流会

議事終了後、(財)北 九州産業学術推進機構の阿

南惟正副理事長より来賓祝辞を頂いた後、「北九州

産業技術博物館について」をテーマに、北九州市

の片山憲一企画政策室長の企画説明があって、第

1部 を終えました。

第 2部 の記念講演は、

「ナノテクロジーの最近の動向」

国武 豊喜北九州大学副学長

国武先生のお話は 1時 間20分にわたり、過去40

年の半導体技術の進展をベースに、加工技術や材

料の微細化がナノメーターの領域に達した。これ

が、バイオ技術、情報技術と結びついて新産業の

創出が期待されている状況について研究事例を交

えて説明、参会者に感銘を与えました。

この後の懇親会は、同じくlFの 「テクノポッ

プ」に席を移し、総会出席者の大半が参加、山崎

得司FAIS専 務理事の乾杯挨拶の後、親睦交流

の輪を拡げ、盛況裡に幕を開じました。

法人化のご挨拶

時下ますます御健勝のこととお喜び申し上げま

す。

さて、平成 7年 7月 よ り欄北九州テクノセ ン

ターで約 8年 の間ご愛顧をたまわ りましたToS

会は、新たに 「特定非営利活動法人北九州テクノ

サポー ト」として本年度より発足することになり

ました。

我々は、ものづくりを目指す北九州地域の活力

が減退しつつある厳しい現状から、さらにあすの

北九州地域を少しでも希望のある社会にするため、

潜在力をベースに産業の振興を図り、国際競争力

のある産業都市として、新たな視点と発想から活

力を取り戻し、まちづくりを再生することが急務

と考えております。

これまで、ToS会 は幸いにも中小企業の皆さ

会 長 秦 吉 昭

んとの交流も深く、行政や大学 。関係団体等の支

援や理解もあり、専門家集団として活動して参り

ました。

今後、法人として活動の範囲をさらに広げ、真

に地域の活力や産業振興に寄与し、国内外を問わ

ず競争力のある産業の育成と活性化を目指し活動

していく所存です。

また、広 くまちづくりや産業振興のため、各種

調査 。協力 ・提言等を積極的に対処いたしますと

ともに、相談 ・助言 。指導 。支援 ・紹介など、ご

用命下さいますよう切にお願い申し上げます。

重ねて、今後とも関係各位のご用命とご協力、

ご指導、ご鞭撻を賜 りますよう、よろしくお願い

申し上げます。
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シエアネットワーク構想について

KTS・ 1丁支援部会長 安  東    静

仇工大地域共同研究センター飯塚コーディネーター)

べきかという観点から会員とキャッチボールをし

て、一体感を持ちながら会員が本当に欲しかった

答を見いだし、回答します。

そして 「交信した情報は全てデータベース (D

B)と して保存する。専門別チームは、KTSの

専門家、大学 ・高専 ・北九州産業学術推進機構
(FAIS)。 行政 。公的機関、企業の研究所、個

人の専門家、中小企業を始めとする市民、全国ネッ

トワーク等々と常に情報交換して、相談事項を掘

り起こし、有用な情報はDBと して保存する。D

Bか ら公開可能であり、かつ会員に有用な情報は

検索可能な形で提供する。相談事項は、「出来るだ

け出前相談や連携に育てる。」といった活動を実施

します。

ここで、 IT機 能について考えますと、各人が

ば らばらに持つE―mailだけでは迅速にして的確な

対応はできません。サーバーを備え、振 り分け機

能、データベース (DB)機 能などを持つことで

様相は一変し、それが可能になって、シニアネッ

トワークシステムの基本的なツール機能が生まれ

ます。 (次頁下段に続く)

私たちは、 これまで約 8年 間ToS会 として北

九州テクノセンターに協力し、中小企業の皆さん

を支援してきました。このたび、NPO法 人 ・北

九州テクノサポー トヘの法人化を機に、より充実

した支援が出来るようにと考えております。その

一環として、 ITの 有効利用により、諸問題を迅

速にして的確に対応出来るようにするシステム

「シエアネットワーク」構想の構築を目指してい

ます。その概要を述べますので忌憚のないご意見

をいただければ幸いです。

下図の上部にある 「会員」は当NPO・ KTS

の会員でなく、北九州地域の中小企業 ・個人発明

家等一般市民から募った会員を意味します。以下

の説明の中の 「会員」は全てこの会員を意味しま

す。

会員からの技術相談 。経営相談をシエアネット

ワークシステムが受け、NPOoKTSの 専門別

チーム (各部会)に 振 り分けます。専門別チーム

では、課題を表面的にとらえ機械的に回答するよ

うなことでなく、会員の真実の問題点は何かを把

握する、そして、実質的に役に立つにはどうする

会     員 (北九州地域の中小企業 ・個人発明家等一般市民が入会)

技術 。経営相談
大学 ・高専・
FAIS・行政
。公的機関

FAQ技術情報
大学シーズ等の
新技術情報
会員企業の紹介
等々

シエアネットワークシステム

全国ネットワーク 北九州地域の
中小企業

個人発明家
その他

(会員含む)

北九州テクノサポート
NPO・ KTS

専門別チーム北九州テクノサポート
ホームページ
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北九州の新 しい地場産業一メタルアー ト

～北九州の特産工芸品を目指して～

寺 本 麓 人
(佳秀工業株式会社代表取締役)

金属加工技術の集積地北九州市に、地場産業と

してのメタルアー トと言 う新 しい産業を仲間を

募って創設したいと思っていましたところ、NP

O― KTSの 小川勝先生より、それでは研究会を

作って、補助金なども集め学や官の知恵や力も借

りて実現したらどうかと言う事で矢野清之助先生

をご紹介頂き、北九州メタルアー ト研究会と言う

のを発足させました。

具体的には金属製のお土産品、贈答品、置物、

アクセサリー、アウ トドアー用品、文房具、おも

ちゃ、装身具、エクステリア用品、インテリア用

品、学習用キット、工芸品などで、加工法として

は、切断、曲げ、溶接、機械加工、研磨、表面処

理、鋳造、熱処理等、北九州の鉄工所では普通に

やっている加工です。何でも有 りのようですが、

金属製と言う事で括っている所が特徴です。メタ

ルクラフトとせず、メタルアー トとしたところに

今回のちょっとした狙いがあります。美しいもの

を目指そうと思っています。単なる工芸品なら、

どこでも出来ます。どこでも簡単に出来るような

ものなら、人件費の安いところで作つた方が合理

的です。私たちはなぜヨーロッパのブランド品を

高いお金をだして買うのでしょうか。実用性だけ

なら、同じ材質の物が10分の 1の値段で買えます。

私たちが高いお金をだして買ったのは、満足感な

のです。では、その満足感はどこからきたのか。

多くの人が美しいと思い、その美しいものを身に

着けたい、手元に置きたいと言う願望をかなえさ

せる事によって充足感が得られるのです。短い命

の草花を世界中の人が買い求めるのは、その美し

本システムのメリットは、皆様方と本法人の各

専門家チームメンバーとの双方向通信が即、可能

になり、効率よく関係情報を蓄積し、リアルタイ

ムに共有化できることです。

本構想を有用化 ・活性化する要は、北九州産業

学術推進機構 (FAIS)を はじめ公的機関の方々

さの故です。真善美という人間がもつ魂の本質の

中で、二本の手によって作る事ができるのが美の

世界なのです。 日本人には美に対する鋭い感性が

あります。武器である日本刀を美術品にまで高め

たり、茶道のように一つ一つの茶器から建物、掛

軸、生け花、庭園に到るまで小宇宙とも言うべき

美の空間を構築する素晴らしい世界を持っている。

近世に於いては版画がそうです。世界の美術市場

に冠たる地位を占め、ゴッホやゴーギャンなどの

印象派の画家たちに強い影響を与えた江戸の絵師

たち。またその絵師を育て、彫師や摺 り師たちを

うまく組織して一つの産業にした蔦屋などの商人

たち。平和の続いた江戸期には様々な美術工芸品

が優れた職人たちによって生み出されてきました。

その伝統がメイ ドインジャバンと言うブランド

を作 り上げてきたのです。規格大量生産の分野が

人件費の安い地域に移行し、世界一高い人件費の

我々日本人としては、新しい生き方を築いていか

なくてはなりません。

今、我々は日本人の血の中に脈々と生き続けて

いる美に対する感性を再び思い起こし、我々を育

んでくれた北九州の地に、かつての鉄の都北九州

工業地帯で培ってきた技能を最大限発揮し、北九

州を象徴するようなメタルアー トの新しい産業を

築いていこうではありませんか。メタルアー トに

携わる方々の個々の力を結集し大きな力となし、

製造 ・デザイン ・展示 ・販売 ・広報などメタル

アー ト発展のための総合的な方策を研究します。

興味のある方の参加を期待します。ご連絡くだ

さい。

のご支援、NPO・ KTS専 門別チームのメンバー

の真摯な対応、そしてツールとしての本システム

です。一生懸命、シニアネットワーク構想を推進

する所存です。ご支援の程、よろしくお願い申し

上げます。
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4月 16日に正式成立

部会中心に事業推進

ここ数年来の宿願だったToS会 の法人化は、

次のプロセスを経て、特定非営利法人北九州テク

ノサポート (略称 :KTS)と して実現をみまし

た。

H14.12.12 設立総会

15.  3. 28  虜詩矢日要巨言忍言正

4.16 設立登記

KTSの NPO活 動の種類は

(1)ま ちづくりの推進を図る活動

9)環 境の保全を図る活動

0)保 健、医療または福祉の増進を図る活動

に)社 会教育の推進を図る活動

⑤ 国際協力の活動

(61 前各号に掲げる活動を行う団体の運営または

活動に関する連絡、助言または援助の活動

と広汎多岐にわたって行い、もって北九州の再生

と活力あるまちづくりに寄与することを目的とし

ています。

発足初年度 (H15.4.16～16.3.31)は、まず組

織づくりとすぐ取 り組める事業から着手というこ

とで、実施事業を計画しました。 (1～ 2頁 所載)

全会員に参加呼びかけ

実施事業の推進を図る中心は部会組織、その種

類、機能、責任者は、理事会での審議を経て下表

のとお り決定をみました。

理事会では、全会員に対し希望調査を実施、い

ずれかの部会に参加するよう呼びかけています。

すでに活動に入っている部会のさらなる充実強化

が望まれます。

◇ 部 会 組 織 覧 表

称名 主 た る 機 能 及 び 対 応 機 関 責 任 者

事業部会 1.企画 2.運 営 3.検 証 4.反 映 秦

事務局 1.総務 ・総会 2.運 営 (規程、規則)3.経 理、財務、会計 米澤

技術 。経営支援部会

1.技術 2.経 営

品 。新商品開発

企業のシーズ 。ニ

務 11.提 言

3.販売 4.営 業 5.研 究開発 6.新 製

7.中 小企業支援センターとの連携 8.中 小

―ズ調査  9.中 小企業との連携 10.受託業
秦

産学連携支援部会

1.大学等シーズ。ニーズ調査 2.マ ッチング

ンターとの連携 4.大 学高専 。公設試との連携

との連携 6。 国 ・県 。市 。公的機関との連携 ・

知的所有権センターヘの協力 8.提 言

3.産学連携セ

5.中小企業

受託業務 7.
石り||

ISO支 援部会
1.ISO認 証取得支援 ・コンサルティング 2.同 研修企画 ・

指導 3.同 メンテ 4.受 託業務  5.提 言
/1りヽ||

ECO支 援部会

1.調査提言 2.環 境 ・省エネ支援 。研修 ・指導 3.中 小企業

支援 4.エ コタウンとの連携 5.市 環境局との連携 6.受

託業務

仲

IT支 援部会

1.NPO・ 北九州テクノサポー トホームページ企画・管理

双方向交流 。新技術情報 ・情報提供 3.情 報化支援 4.

アネットワーク事業 5.受 託業務

シ ニ

９
“

安東

広報部会
1.NPO・ KTSニ ュース

連携 ・情報交換

2.情 報の提供 3.関 連機関との
三 上
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域内企業ヘアンケー ト調査

7月 定例理事会で決定

KTSの 事業運営については、理事会が決議機

関としてその任に当たります。

昨年12月の設立総会で選任されたその構成メン

バーは、次のとおり。

会 長 秦 吉昭

副会長 仲 隆喜、

理 事 本村 隆、

〃  泉舘昭雄、

″  安東 静

監 事 増田幸一

小川 勝

米澤 昌、三上 亨、

泊 正雄、石川 浩、

役員任期は定款の定めでは 2年 となっています

が、設立初年度に限り成立の日から16年 6月 末日

までと附則で規定されています。

理事会は、原則として毎月 1回 定例で開催して

います。 7月 1日 (火)10時 10分、 北九州テクノセ

ンタービル 2F。 当事務所で開かれた 7月 理事会

では、各部会報告、収支報告があつて後、次の事

項を審議しました。

① 会報発行について ② 部会活動希望者に

ついて ③ 企業調査アンケー ト ④ 旅費規程

活動基礎となる調査結果

このうち、③については、今後のKTS活 動の

基礎資料となる域内中小企業の多様なニーズを把

握するため、できる限り広くアンケー ト調査を実

施することを決めました。

調査票フォームは、①KTSの 認知度 ②KT

Sへ の相談 。支援要望事項 ③賛助会員制度の 3

項目にわたり、その内容を細かく検討中です。近

くお手元に届いた節は、ぜひご記入のうえご返送

下さるようお願いします。

http://tsk.ktc.ksrp.or.jp/

H.Pア クセスが増加

KTSの IT支 援部会では、その中にホーム

ページ小委員会を設け、ToS会 当時から開設さ

れたホームページのNPO法 人化に伴う名称変更

や内容の充実改善に努めています。

6月 27日開催の小委員会では、「NPOoKTS

の紹介」や、従来の会員投稿ページを 「情報交換

コーナー」に名称を変え、会員に限定せずだれで

も投稿できるよう門戸開放を決定しました。

このほか、各支援部会の紹介、新着情報ではセ

ミナー、助成制度等の紹介を行うなど、鋭意その

内容のレベルアップを図る予定です。
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これら着実な努力が実って、上表のとおリアク

セス回数が増加、 6月 5日 総会日現在で累計3829

回に達しています。内外を問わず一層の活用と意

見要望の提出をお願いします。

☆入会のご案内

KTS会 員の種別と入会条件は、次のとおりと

なっています。<定 款第 6、 7条 >

(1)正 会員 この法人の目的に賛同し、この法人

の行う事業のいずれかについて技能、技術及び

経営に関する学識 。経験を提供し、活動に積極

的に参加することが出来るシニア世代の個人

(21 賛助会員 この法人の目的に賛同し、活動に

協力することが出来る個人及び団体

入会金及び会費は、初年度現在次のとおり。

① 正会員 入会金5,000円、年会費5,000円

② 賛助会員 (個人)

入会金 5,000円、年会費一口 5,000円

③ 賛助会員 (団体)

入会金10,000円、年会費一日10,000円

関係各位の入会方を希望し、歓迎します。

北九州TSニ ュース第 1号 をお

届けします。ToS会 ニューズか

ら通算すれば第14号になります。

新発足早々で、組織 。事業の紹介が中心に

なりました。ご寄稿、ご協賛を頂いた各位に

厚くお礼申し上げます。

依然厳しい環境下、会員並びに関係各位の

倍旧のご支援ご協力をお願いします。(T.M)
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●

●折りたたみ介護ベッドc勁昇降型) 0セ ーフティシ ル「ほつとシール」
吉川機械工業株式会社              日本乾溜工業株式会社

● おむつ交換カート「さわ や か も も ち ゃん 」 0座 位保持機能付 き車いす 「エイブ ル チ 土ア」
株式会社セントラルユニ             株式会社有国製作所

・熱織撃調姜曇絆儒祉施設病院D  ●エイブノヒ名艦許ョン

・環妥基建撃展す写ワリ機
IW th youJ    ●(撓

ili資‖
g篠ど」奮忌壼省雙協会

%ン聾雲霧野臨繁
榔諧貿W呉尉i爾:ンタ…
北九州市小倉北区馬借1711ヒ 九州市総合保険福祉センターlF
〒802 8560 Te093 513 1815 Fax093 5,31817

産業廃棄物処理

プラスチックリサイクル

溶剤 リサイクル

高野興産株式会社

本社 北九州市八幡西区御開2丁目5-1 丁EL 093 691-2790

北九州エコタウンエ場 北九州市若松区響町1丁目6219

株式会社 タ イ ヘ イ
信

鉄工・製缶・機械据付工事

代表取締役  佐 藤 重

〒871-0923

福岡県集上郡人千村下彦原214875
TEL(0979)7226460
FAX(0979)72-4587

携  帯  090-7539-0898

曇 松 島 機 械 研 究 所

ロラ本社  〔〒807-0831〕

北九州市八幡西区大字則松461番 地

8093(691)3731
http://www.matusirna.co.jp

ダ層醸蟄勁蔽

Tl援摺薄:篠
…

 専用FAX:(093)681‐7197 1

異 業 種 間 交 流 の 推 進

曇轟=4≧8糟蔑歯漏鎌鳳 袋冥

紹:北九州中小企業経営センター
理事長 三 上  亨

〒8020077ヨ ヒ九川市′卜なヨヒ区、ら借1丁 目10ふ 2子
Elた山ビル2F

TEL 093-531-8315

FAX 093-531-0757

からだにやさしい生活

● 浄水シャワーの必要性

● 快適な睡眠と健康のために開発されたハイテク素材によるエアクリーン

● 体の中からキレイになるこだわりの豆腐製造機および豆乳

NPO介 護支援ネットワーク協議会ふくおか会員

有限会社 千  素

を シ ズ
代表取締役  安松  邦博

〒8020001北 九州市小倉北区浅野 2丁 目 9番 8号
小倉興産KMM南 館 3F
TEL&FAX (093)533-7705
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グ精密により高品質に ′

インセラミックス&

益訪鼎菫』盟虞鮮馨脚 盤    l:

保全から創造ヘ

より豊かで快適な環境を創造する総合技術ヨンサルタント

環境アセスメント・環境計画・環境設計・環境創造・環境管理

環境調査・測定分析・環境エンジエアリング・メンテナンス

」
骸輪役鶴 田  暁

本 社 〒8040003 Jヒ九州市戸畑区中原新町2番 4号 Td(093)8830150
e ma kakyO@kan・ Tec coゎ Fax(093)8830701

営業所 福岡 ・長崎 ・大分     研究所 北九州市若松区向洋町1021

地球|お干をかいています !八重工業は省エネ技術で汗をかきます。

省         ヒ召防止

株式会社ノ

ー

熱リサイクル

■省エネルギー技術製品の開発 試作も行います。気楽に、ご相談下さい。

E聯絆財1長

衛 崎

〒8030862

…鬱颯:軍f螂理

″
判鮮 ・

″
美味し0ゞをお客様ヘ

九州の大地より、新鮮 ・美味uノ を`

フレッシュ価格でお届けします。

■-807-1312

イヽ表1関帝役社長        福岡県較手郡鞍手町大字中山192番地の4

…

難 l囁隅

4vッ
シユミ、

株式会社

環境保全にも取り組んでいます

業産光長大

大晨光 二千夫
TEL:0949-42-4129
FAX:0949-42-7460

携帯:090-3607-9660

・施設。在宅用徘徊感知器
・非接触個体識別装置
… …お気軽にご相談を〃

株式会社 アダブ

取締役社長 内 橋

〒8040064  Jヒ 九州市戸畑区沖台 2-13-16

TEL(093)873-0170

FAX(093)873-0175

ノクテ

　
正

郷 脅 機理エーエスエー0システムズ

CAD、 CAMの 導入・活用、
生産管理のご相談は当社へ.′

代表取締役 麻 上 俊

〒804-∞031ヒ九州市戸畑区中原新町 3番 3号

TEL(093)882-0100

FAX(093)882-0066

泰

劉九州大鷲 力Jレ
■本社 ■バイオ事業部 ■西 日本調剤センター薬局

北九州市小倉北区大手町13‐4 〒803‐0814
TEL093-592‐0511(lt)FAX093‐592‐1206
e‐ma‖‐kmed@05 alphatec orip
home page,httpフソ¬u、″alphatec orJprkmed/

■ ■
■■
■ ■

代表取締役社長                 綸黎邁配

波多野  浩

C)盤カンノ業lt所
・各種通信機器の製作ならびに販売。
・各種情報通信システムの受注生産ならびに販売。
・マイクロコンピュータ応用データ処理システム

の製作ならびに販売。
・各種制御システム、制御機器の製作ならびに販売。

〒8020022
北九州市小倉北区上富野 1丁 目5番 25号
TEL(093)521-9531 FAX(093)511-6470

ホームページアドレス http://wWw kanno co jp
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